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七夕冊子を発行しました。 
ホームページでもご覧いただけます。 

http:// shiokazecommunity.jimdo.com 

その 16 

 

 

七夕は、①もともと日本の神事の禊（みそぎ）行事であっ

た身体を川、海の水で体を洗い清める「棚機（たなばた）」、

②織姫（おりひめ）と彦星（ひこぼし）の伝説、③奈良時代に

中国から伝来した「乞巧奠（きこうでん）」という行事が合わさ

ったものと言われています。 

二宮町内でも昔、七夕は、ほとんどが 8 月 7 日に盛ん

に行われ、使われた竹や飾りなどは、川や海に流していた

ようです。現在、七夕飾りが飾られているのを見かける機

会はあまりなくなったと感じます。 

これからも子どもたちが星に願いをかける七夕が続いて

いくように、そして二宮独自の七夕も記憶に残っていってほ

しいと思います。 

 
湘南邸園文化祭 2018 二宮の魅力発見！未来に伝えたい写真展 

「旧山川秀峰・方夫邸と東大二宮果樹園跡地の魅力」 

平成 28年度二宮町町民活動推進補助金事業 
 

今年湘南遺産にも選定された旧山川秀峰・方夫邸、旧吉田五十八自邸、東大二宮果樹園跡地の

魅力ある風景や大正・昭和初期の建物群等の紹介や写真展示。 まちづくり提案、情報が飛び出す

walkwalkマップ「東大二宮果樹園跡地と周辺の魅力」の上映、七夕体験絵日記の展示、七夕冊子

の配布、ミニコミ会、展示クイズラリーも行います。 

9月 12日（水）13日（木） 9：00～16：00 ラディアン(二宮町生涯学習センター)展示ギャラリー 
 

主催 まちづくり工房「しお風」 共催 湘南邸園文化祭連絡協議会    
 

 

 

 

共育のまちづくり 
 

私たち二宮が 

大好き。 

 

 

 

 

のつぶやき 

「
し
お
風
」
は
、
二
〇
〇
六
年
に
昔

梅
沢
海
岸
辺
り
で
幼
い
女
の
子
が
行
っ

て
い
た
紙
の
着
物
を
使
った
二
宮
独
自

の
七
夕
が
あ
った
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
始
め
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
「
湘
南
♡
風
と

星
物
語
」
の
活
動
で
、
地
元
の
伝
統
や

生
活
文
化
の
魅
力
を
広
く
伝
え
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
ふ
る
さ

と
の
家
で
七
夕
お
も
て
な
し
の
会
を
企

画
、
そ
の
後
も
二
宮
独
自
の
七
夕
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
き
ま

し
た
。 

こ
の
一
環
と
し
て
、
文
化
庁
文
化
芸

術
振
興
費
補
助
金(

伝
統
文
化
親
子
教
室 

事
業
）
を
活
用
し
、
「walkw

alk(

ワ
ク
ワ
ク)

こ
ど
も
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
を
二
〇
一

五
年
か
ら
開
始
。
県
内
唯
一
行
わ
れ
て

い
た
紙
の
着
物
を
使
っ
た
七
夕
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
再
現
し
よ
う
と
い
う

試
み
で
す
。 

三
日
間
の
連
続
イ
ベ
ン
ト
で
、
七
夕
の

お
話
と
紙
の
着
物
と
七
夕
飾
り
づ
く

り
、
み
か
ん
の
青
摘
み
と
二
宮
独
自
の

七
夕
体
験
、
体
験
絵
日
記
（最
初
は
壁

新
聞
）で
す
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
と
七
夕
の
由
来

な
ど
を
ま
と
め
た
七
夕
冊
子
を
発
行
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
下
記

の
写
真
展
で
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

忘
れ
ら
れ
た
二
宮
の 

魅
力
を
伝
え
た
い
。 
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こ
の
七
夕
は
、
川
口
謙
二
さ
ん
が
著

作
で
紹
介
し
、
紙
の
着
物
と
物
干
し

と
ハ
タ
キ
一
式
を
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
に
寄
託
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
存
在
不
明
の
ま
ま
で
し

た
が
、
一
九
八
九
年
に
和
田
正
州
さ

ん
の
監
修
の
も
と
町
が
行
っ
た
民
俗

調
査
で
の
町
民
調
査
員
の
聞
き
取
り

で
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 「
し
お
風
」
と
の
不
思
議
な
縁
を

感
じ
、
再
現
に
挑
戦
。 

こ
の
七
夕
が
川
口
さ
ん
に
見
聞
さ

れ
た
時
や
場
所
が
、
「し
お
風
」代
表

の
神
保
が
誕
生
し
た
時
や
場
所
と
近

い
こ
と
。
そ
し
て
、
「し
お
風
」に
連
載

を
お
願
い
し
て
い
る
澤
村
さ
ん
の
話
に

感
銘
を
受
け
た
こ
と
な
ど
不
思
議
な

縁
を
感
じ
ま
し
た
。 

そ
し
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
私
た

ち
が
忙
し
さ
や
効
率
性
を
求
め
、
忘

れ
た
生
活
文
化
を
見
直
す
こ
と
で
、

町
の
魅
力
、
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ

た
ら
と
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
「湘

南
♡
風
と
星
物
語
」
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。 

  

 

   

～ 

七
夕 

～ 

い
つ
に
も
増
し
て
暑
か
っ
た
こ
の
夏
。

し
か
も
前
日
か
ら
の
大
雨
で
開
始
時
間

を
ず
ら
し
、
足
元
の
ぬ
か
る
み
と
熱
中

症
を
気
に
し
な
が
ら
の
一
日
で
し
た
。 

そ
の
分
、
緑
は
濃
く
時
々
い
い
風
が
吹

き
渡
り
、
そ
し
て
皆
の
笑
顔
！ 

 

み
か
ん
の
摘
果
、
七
夕
行
事
の
再
現
、

流
し
そ
う
め
ん
に
青
摘
み
か
ん
果
汁
の

試
食
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。 

 

体
験
型
と
言
い
な
が
ら
、
食
の
担
当

と
し
ま
し
て
は
、
今
年
も
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
絞
っ

た
り
、
刻
ん
だ
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

も
っ
と
青
摘
み
か
ん
の
魅
力
を
皆
で

分
か
ち
合
い
た
か
っ
た
と
反
省
で
す
。

（
こ
の
時
間
に
は
も
う
皆
疲
れ
て
腹
ペ

コ
な
の
で
） 

水
と
梅
酢
で
割
っ
て
水
分
補
給
。
寿

司
酢
に
和
え
物
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
。

め
ん
つ
ゆ
の
薬
味
に
も
と
、
青
摘
み
か

ん
は
大
活
躍
。 

冬
、
暖
か
い
お
部
屋
で
み
か
ん
を
食

べ
る
時
、
こ
の
夏
の
爽
や
か
な
青
摘
み

か
ん
を
思
い
出
し
て
ね
。
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

こ
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
五
年

に
文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助

金(

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
）
を

活
用
し
、
「walkw

alk(

ワ
ク
ワ
ク)

こ
ど

も
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」を
始
め
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
二
宮
独
自
の
七
夕

を
再
現
す
る
挑
戦
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 「二

宮
独
自
の
七
夕
に
挑
戦
！
」 

今
年
の
あ
ら
ま
し 

七
月
二
十
六
日
（木
） 

七
夕
の
お
話
と
紙
の
着
物
と 

七
夕
飾
り
づ
く
り 

澤
村
平
塚
博
物
館
長
（現
在
）
か
ら

「七
夕
」に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
実
際

に
紙
の
着
物
と
七
夕
飾
り
を
つ
く
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
平
塚
市
博
物
館
で

行
い
ま
し
た
。 

 

二
宮
独
自
の
七
夕
と
の
出
会
い
。 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紙
「
し
お

風
」に
「晴
れ
時
々
、
天
の
川
」を
連
載

し
て
い
た
平
塚
市
博
物
館
の
澤
村
泰

彦
学
芸
員
（
当
時
）
か
ら
二
〇
〇
六
年

に
「
二
宮
に
は
星
に
ま
つ
わ
る
お
話
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
二
宮
の
海
岸
で
紙
の

着
物
を
使
った
珍
し
い
七
夕
も
あ
った
」

と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 二
宮
独
自
の
七
夕
と
は
？ 

梅
沢
海
岸
辺
り
の
浜
で
昔
（
大
正

後
期
～
昭
和
初
期
）
、
県
内
で
も
珍

し
い
七
夕
が
ひ
と
月
遅
れ
の
八
月
七

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

小
学
校
の
低
学
年
に
あ
た
る
幼
い

女
子
た
ち
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
物
干
し

に
ヒ
ト
ガ
タ
の
一
対
の
紙
の
着
物
を

吊
る
し
、
水
を
か
け
、「
七
夕
さ
ま
よ

七
夕
さ
ま
よ
、
一
に
短
冊
あ
げ
ま
す

ほ
ど
に
、
こ
の
手
を
あ
げ
て
く
だ
さ

ん
せ
、
く
だ
さ
ん
せ
」
と
歌
い
落
ち

る
の
を
競
い
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

☎0463-71-4919 

二宮町松根 6-15 
www.kyounoaji.com 

 

 

  
二
宮
独
自
の
七
夕
に
挑
戦
！ 
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 お
話
は
面
白
く
、
途
中
七
夕
の
歌
を

み
ん
な
で
合
唱
し
、
質
問
も
途
切
れ
ず

楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。
紙
の
着
物
は
、

切
る
向
き
を
間
違
え
て
、
つ
る
せ
な
い
失

敗
作
も
続
出
、
意
外
に
難
し
か
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

七
月
二
十
九
日
（日
） 

み
か
ん
青
摘
み
体
験
、
七
夕
体
験
、
流

し
そ
う
め
ん
、
七
夕
料
理 

台
風
の
影
響
で
開
催
時
間
を
十
一

時
に
繰
り
下
げ
て
実
施
。
平
塚
市
内
に

在
学
の
中
学
生
、
高
校
生
三
人
が
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

み
か
ん
の
青
摘
み
（
摘
果
）
を
し
た
後

に
、
湘
南
二
宮
竹
の
会
の
宮
下
さ
ん
の 

 

四
年
間
継
続
し
、
今
年
一
区
切
り
す
る

こ
と
に
し
ま
い
ｓ
た
。 

 

指
導
の
も
と
竹
で
七
夕
に
使
う
物
干
し

や
ハ
タ
キ
を
作
製
。
竹
の
物
干
し
に
紙
の

着
物
を
吊
る
し
、
里
芋
の
葉
に
水
を
汲

ん
で
、
笹
の
ハ
タ
キ
に
水
を
つ
け
な
が
ら

紙
の
着
物
を
叩
き
、
ぬ
れ
落
ち
る
の
を

競
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
流
し
そ
う
め
ん
に
子
ど
も

た
ち
は
歓
声
を
上
げ
、
青
摘
み
か
ん
ち

ら
し
寿
司
も
味
わ
い
ま
し
た
。 

  

八
月
一
日
（水
） 

七
夕
体
験
絵
日
記 

講
師
に
画
家
の
山
中
ま
ん
ぼ
う
さ

ん
を
迎
え
、
ラ
デ
ィ
ア
ン
（二
宮
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）
で
体
験
を
絵
日
記
に

し
ま
し
た
。
何
枚
も
描
く
子
ど
も
も

い
て
、
個
性
豊
か
な
絵
日
記
が
出
来

上
が
り
、
そ
の
場
で
ス
キ
ャ
ン
し
、
上

映
、
講
師
の
山
中
さ
ん
に
講
評
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

  

 
 

記
憶
や
記
録
に
残
し
て
後
世
に
。 

 
 

「
し
お
風
」
は
四
年
続
け
て
き

た
二
宮
独
自
の
七
夕
に
挑
戦
す
る

活
動
を
一
区
切
り
さ
せ
ま
す
。 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に

残
り
、
七
夕
冊
子
や
来
年
度
刊
行

予
定
の
「
湘
南
♡
風
と
星
物
語
」
に

記
録
を
残
す
こ
と
で
、
次
世
代
に

継
承
さ
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
七
夕
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
った
の
は
町
民
公
募
に
よ
る

調
査
員
の
力
で
す
。
こ
れ
は
「
し
お

風
」の
夢
で
あ
る
住
民
が
主
役
の
共

育
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
通
じ
、
こ
の

夢
の
実
現
も
願
い
ま
す
。 

 

こんな公職者にレッドカードを。 
協働のまちづくりを誤解している職員と 

お題目だけで正さない町長 
協働のまちづくりの推進と言って、行政と町民が一緒

に事業を実施し、行政の傘下で町民をお手伝い、部

下のように無償奉仕させたり、町民や町民団体の自主

性、自立性を重んじているからと言って、行政が責任を

押し付けるのも間違いです。 

 まして違法な行為や公助良俗に反する行為以外に

町民活動団体の活動に干渉し、外圧をかけることは大

問題です。 

 協働は、地域が抱える課題を解決し、住民の暮らし

やすさの向上を図るために、お互い対等な立場でお互

いの存在意義や特性を尊重し合うことが必要で、その

前段では一見行政に対立的なことや批判的なことが

起こることも当然あります。 
  

また、情報共有に大切な場となるための面談や情報

公開の場にあって、確かに職員の言葉づかいや応対は

丁寧になったかもしれませんが、根幹となる住民の知る

権利や人権を配慮していない、自尊心を傷つける言動

が多々見られます。 

 さらに、行政は恣意が許されず、不公正な方法や住

民の利益が損なわれることを決して行ってはいけませ

ん。しかし、補助金の審査方法や業者への発注方法

など疑問を呈することが見られます。 

 こうしたことが見られるのは、職員の人権意識、職務

意識が徹底されていないからです。 
 

 村田町長は「オープンでフェアな町政」をスローガンに

していたのに、結局この４年間で職員にお題目を唱える

だけで、実際の行政運営を「オープンでフェア」であるた

めの見直し、根拠や手続きの明確化、担保するしくみ

づくりを行っていないということでしょう。 

 残された町長任期は短い期間ですが、今後の改革

への気概を町長、役場職員一同が見せてくれることを

期待しています。 

 

 

旧山川邸の現況調査が実施されました。 
http://shiokaze.blog.jp/archives/1072423078.html 

今年「湘南遺産」にも選定された旧山川秀峰・方

夫邸を、文化庁登録有形文化財建築物に申請する

ために、関東学院大学人間共生学部共生デザイン学

科水沼淑子教授、日本女子大学大学院家政学研

究科住居学専攻片山伸也准教授と大学院生が建

物の実測や写真撮影と所有者の添田登さんからの聞

き取りを 8月 22日に行いました。 

今後は設計者の吉田五十八やその自邸にも絡め

ながら、二宮の魅力を町内外の多くの人に伝えられた

らと「しお風」も夢を膨らませています。（詳細はブログに） 

 

 

描いています。 
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「しお風」は、住民が主役の『共育のまちづくり』を進めることが夢。  

町を育てるのは住民です。一住民の立場から取材を行い、現状を把

握し、町への課題提起や提案をし、実行してきました。 
 

地域コミュニケーション紙「しお風」の発行は、財政的にも、労力的に

も、公表さえも厳しい局面を迎えながらも、皆様に支えられ 11 月に 19

周年を迎えます。20 周年記念冊子「湘南❤風と星物語」の発刊に向

けて頑張っていきます。 

 

 

 

企画展  
10月6日（土）～11月18日（日） 

9：30～17：00（入場は 16：30まで） 
 

日本画の巨匠・小倉遊亀の大規模な 

回顧展を開催します。モダンで明るく慈愛 

に満ちた作品約 120点をご紹介します。 
 

休館日 月曜日（ただし 10/8は開館）、 

10/9（火）    

観覧料 一般 900円 高大生 500円 
 

同時開催  

秋の所蔵品展 Lines（ラインズ）－線をめぐる表現 特集展

示：2017新収蔵品  9月15日（土）～11月25日（日） 
 

平塚市美術館  平塚市西八幡 1-3-3  ☎0463-35-2111 

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/art-muse/ 

 

「しお風」への協賛、カンパなどのご支援、情報提供や配布などのご協力を

お願いいたします。年間定期購読料５００円でお宅にお届けいたします。 
 

お問合せ・ご連絡先 まちづくり工房「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358   

振込先 さがみ信用金庫二宮支店 まちづくり工房「しお風」 普通 ０２２００３２ 

 

次回「しお風」は、2018年 11月１0日 発行。 
 

ホームページ、ブログ、メールマガジン「しお風

いどコミ」、フェイスブックは随時発信中。 

お便りお待ちしております。 

町長選出馬予定者へのアンケートも実施予定。 

 

 

湘南邸園文化祭 2018 

walk walk(ﾜｸﾜｸ)地域探検ツアー 
平成 28年度二宮町町民活動推進補助金事業 

第 1回 湘南の残したい資産、湘南みかんのある暮らし 

11月 24日(土)  9:30～14:00 
 

東大二宮果樹園跡地は、大正 15年に 

みかんの経済的栽培が可能という理由で 

開設。内田祥三元総長の監修下で建て 

られたと推定される建物や様々な果樹が 

今も残っています。 
 

跡地、峯山を巡り、みかんの収穫体験、 

をし、湘南みかんの由来や魅力を 

発見する体験型ツアー。 

 
 

第 2回 湘南の残したい資産、生活文化や季節を感じる風景 

12月 8日(土)  9：30～15：00 
 

吾妻山、自然風紅葉庭園、吉田五十八が 

設計し、今年湘南遺産登録された旧山川 

秀峰・方夫邸などを巡り、二宮の生活文化 

や季節の魅力を発見する体験型ツアー。 
 

JR東海道線 二宮駅北口ロータリー集合 

参加費 各2,500円（※第１回ランチ、ワイン、マップ・ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ代、保険料等、第

２回特製弁当(瀬の海鯖の棒寿司又は秋の彩り弁当から選択)、ﾏｯﾌﾟ･ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ代、

保険料含む） 
 

主催・お問合せ・お申込み まちづくり工房「しお風」神保智子  

☎090-3142-9358  shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

共催 湘南邸園文化祭連絡協議会    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小倉遊亀《浴女 その一》1938年

210.0×176.0 ㎝ 東京国立近代

美術館蔵 

ビ
ッ
ク
リ
 ⁉ 

ぬ
り
絵
が
飛
び
出
し
、 

動
き
出
す
親
子
ア
ー
ト
教
室
。 

 
 

            

平
塚
市
立
中
原
公
民
館
で
夏
休
み
親

子
ア
ー
ト
教
室
が
８
月
５
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
に
「
二
宮
独
自
の

七
夕
に
挑
戦
！
」の
三
日
目
の
体
験
絵
日

記
講
師
の
山
中
さ
ん
と
絵
日
記
の
ス
キ
ャ

ン
と
映
写
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
「
ひ

ら
つ
か
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
」
の
鈴
木
さ
ん
が

協
働
し
、
面
白
そ
う
だ
った
の
で
、
「し
お

風
」も
参
加
。 

 

多
数
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ぬ
り
絵
用
紙
を

選
び
、
自
由
に
色
を
塗
って
ス
マ
ホ
で
読
み

取
る
と
動
き
だ
し
感
動
、
次
の
ぬ
り
絵
は

ど
ん
な
動
き
を
す
る
か
と
ワ
ク
ワ
ク
。 

「
二
宮
で
も
開
催
で
き
た
ら
」
と
思
い

ま
し
た
。 

 

参加者の子どもたちに

ぬり絵のアドバイスをす

る山中まんぼうさん。 

ぬり絵の講評も行い、

楽しい雰囲気がさらに

盛り上がりました。 

描いたぬり絵がアニメー

ションとなり、音楽もつい

て動き出すことに感動

し、画面に目が釘づけの

参加者親子。同じデザ

インでも各自の個性が

出ていて驚きました。 
 

 
 

10月 14日（日）川匂神社例大祭浜降り祭 


